W 匾 






- ' 〜滅 wtt 







JAPAN 



^ EDICT OF GOVERNMENT ^ 

In order to promote public education and public safety, equal justice for all, 
a better informed citizenry, the rule of law, world trade and world peace, 
this legal document is hereby made available on a noncommercial basis, as it 
is the right of all humans to know and speak the laws that govern them. 



JIS D 9111 (2010) (Japanese) : Cycles —― 
Classification and essential characteristics 




The citizens of a nation must 
honor the laws of the land. 

Fukuzawa Yukichi 




BLANK PAGE 




PROTECTED BY COPYRIGHT 



自転車 一分 類 及び 諸元 

JIS D 9111 no 

(JBPI/JSA) 



平成 22 年 5 月 20 日 改正 

日本 工業 標準 調査 会 審議 

(R 本規恪 協会 発行） 

蓍作權 法に より 崖 断での 《K， ^«等 は桀 it されて おります c 



D9111 ： 2010 



U 本 ェ《^^^2 会^ 準 部会 生活 技術 ゆ 門委 会 構成 表 



氏名 所属 



小 


III 


昭ニ 


ニ郎 


お茶の水 女子大学 名誉教授 


赤 


松 


幹 


之 


a 立 行政法 人 産 菜 技術 総合 研究所 






悦 


子 


社団法人 日本 消 黄 生活 ァ ドバイ ザ 一 • コンサルタント 協会 


大 


熊 


志 m 江 


文化 女子大学 


お 


見 


mm 


財団法人 EI 本 消费者 協会 


金 


丸 




子 


財団法人 共用 品 推進機 構 


河 






拓 


合同 会社 西 友 


河 


村 


真紀子 


主^ 迚合会 


小 


熊 




次 


社団法人 日本 オフィス 家 a 協会 






Vi 


わ K 


社団法人 日本 ガス 石油 機器 ェ桀会 


鈴 


木 






社団法人 繊維 評価 技術 協 » 会 


1 ' -J 






お 


独立 行政法 人^ 品 3 価 技術 基盤 機構 




田 






社団法人 消 狭 者 ra^wiTK 会議 


u 


目 




子 


全国 池 域 婦人 団体 連絡 協議会 


久 


松 




巧： 


財団法人 家 « 製品 協会 




田 


政 


光 


財団法人 日 本文 化 用品 安全 試験 所 


横 


山 




光 


M: 団 法人 w 本逑材 ■ ft 宅^ 備^^ 協会 


若 


井 




m 


財団法人 製品 安全 協 会 



主務 大 臣： 経済 産荣 大臣 制定： 昭和 39.11.1 改正： 平成 22.5.20 

'H 'ffi 公 示： 平成 22.5.20 

原案 作成 - 》 ： 財団法人 転 i}X 產業 iK^ 協会 

(〒590-09 お 大阪府 堺市堺 区 戒之町 西 1 丁 3-3 TEL 072-238-8731) 
財団法人 日本 規恪 協会 

(T 107-8440 ！ぉ V 都^ 区 赤 坂 4 小 24 TEL 03-5770- ] 571) 

審織部 会： u 本 ゆ 率^ s 会 ffit? 部会 （部会 長 二 瓶 好 正 > 
tft 専門 委 H 会： 消 » 生活 技術 專門委 S 会 （委^会 長 小川 昭 ニ郎） 
この 規 fg についての 意見 又は 質問 は， 上記 原案 作成き 又は 径済産 乘省産 樂 技術 環境 局 基準 e 証 ュニッ ト墚境 生活 標準 

化 推進 室 (T 100-8901 東京都 千代 田 区 B が閱 1-3-1) にご 連絡く ださい。 

なお， 日本 ェ桀 規恪 は， ェ«» ^化 法 第 15 条の 規定に よって， 少なく とも 5 年を^ 過す る 闩 までに y 本 ェ莱攝 調査 
なの^^に 付され, 速やかに, 確^, 改正 又は fe'lt されます ( 



^作 拖法に よ り 焦 断での) 《 製. 転 は^ lh さ れ ており ま す。 



D 9111 ： 2010 



目 次 

ページ 

J? 夂 - 1 

1 翻麵 •• 1 

2 ^\mmm • i 

3 自転車の 分類 • 1 

4 ifjC-- • ' ' • • 4 

5 m^m ' ……- 5 

m m '…一 6 



(i) 



著作権法 により 無断での 複製， 転 . 一.、. ヌま 禁止され てお り ます。 



I 9111 ： 2010 



まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 (JBPI) 及び 財団法人 日本規格協会 (JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正すべき 
との 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 これ 
によって， JISD 9111:2005 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 及び 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責 
任 はもたない。 



(2) 



著作 權法 により 無断での ffi 製， ，お ま 禁止され てお り ます。 



日本工業規格 JIS 

D 9111 :2oio 



自転車 一分 類 及び 諸元 



Cycles ― Classification and essential characteristics 

序文 

この 規格 は， 1964 年に 制定され， その後 8 回の 改正 を 経て 今日に 至ってい る。 前回の 改正 は 2005 年に 
行われた が， その後の 自転車 大分 類への 三輪 自転車， 電動 アシスト 自転車の 追加な どに 対応す るた めに 改 
正した。 

な お ， 対応 国際規格 は 現時点 で 制定され ていない。 
1 適用 範囲 

この 規格 は， 自転車の 車種 分類 及び その 諸元 並びに 自転車の 部分 分類に ついて 規定す る。 
注記 1 自転車と は， ペダル 又は ハンド クランク を 用い， 主に 乗員の 人力で 駆動' 操縦され， 力、 つ， 

駆動 車輪 を もち， 地上 を 走行す る 車両 をい う。 
注記 2 部分 分類と は， 自転車の 構成 部品の 機能 上の 分類 をい う。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 この 引用 
規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JISD9101 自転車 用語 

3 自転車の 分類 

自転車の 分類 は， 表 1 による。 小 分類に 掲げた もの を， 車種と いう。 



著作権法に よ り 無断でのまで'!， 転載 等 は 禁止され て おります。 
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表 1 一 自転車の 分類 





大分 ffi 


小 分類 （車種） 


自転車 


一般 用 自転車 


スポーツ 車 
(マウンテン バイ ク 類形 車 を 含む。） 






シティ 車 






コンパ ク ト車 






実用 車 






子供 車 




幼児 用 自転車 


幼児 車 




三輪 自転車 


三輪車 




電動 アシス ト 自転車 


スポーツ 車 
(マウンテン バイク 頌形車 を 含む。） 






シティ 車 






コ ン パク ト車 






実用 車 






三輪車 




特殊 自転車 


マウンテン バイ ク 






ロード レーザ 






トラック レーザ 






BMX 車 






タンデム 車 






リ カンペン ト車 






キャン ピン グ車 






その他の 車 



a) —般用 自転車 一般 道路に おいて， 日常の 交通 手段， スポーツ， レジャー などの 用に 供され る 一人 乗 
り 用の 自転車で， 表 2 の 諸元に 適合す る もの をい う。 

な お ， 車体 部が 折 り 畳み 又は 分割 できる 構造で ある こと を 問わない。 
車種の 定義 は， 次に よる。 

1) スポーツ 車 各種 サイクル スポーツ 用， ツーリング 用 及び レジャー 用と して 長距離 旅行， 快速 走行 
など， それぞれの 使用 目的に 適する よう 意図して 設計され た 自転車で， チヱ ンジ ギヤ 装置 を 備えた 
ものの 総称。 また， 専ら 一般 道路での 乗 用 を 意図した 自転車で， マウンテン バイク 及び RMX 車に 
外観の 似た マウンテン バイク 類形 車 （ノ レック 車）， BMX 類形 車 及び クロス バイク を 含める。 

なお， ジュニア スポーツ 車 は， スポーツ 車 又は 子供 車に 含める。 

2) シティ 車 主に 日常の 交通 手段 及び レジャーに 用いる 短 中距離， 低 中速 走行 用 自転車。 

3) コンパクト 車 室内での 保管， 自動車 トランクへの 収納 又は 公共 交通への 持ち込み を 意図し， 呼び 

(径） 20 以下の 車輪 及び 軽量な フレーム によって， 軽量 化 及び コンパ ク ト化を 図った 自転車。 車体 
部が 折り畳み 又は 分割で きる 構造で ある ことが 多い。 

4) 実用 車 日常 業務に おける 交通 手段 及び 運搬 手段に 用いる 短 中距離， 低速 走行 用 自転車。 

5) 子供 車 主に 児童が 日常の 遊戯 及び 交通 手段に 用いる 自転車の 総称。 

b) 幼児 用 自転車 主に 学齢 前の 幼児 一人が 日常の 遊戯 用と して 用いる 二輪の 自転車で， 表 2 の 諸元に 適 
合する もの。 

c) 三輪 自転車 車輪が 三つ ある 自転車。 一人乗り 用の 三輪 自転車で， 道路交通法 施行規則 （昭和 35 年 総 
理府令 第 60 号） 第 9 条の 2 に 定められた 車体の 大きさ （長さ 190cm， 幅 60 cm) を 超えない もので， 



著作権法 により 無断での 讓 it お載^ は 禁止され ております。 
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表 2 の 諸元に 適合す る もの を 三輪車 という。 

なお， 三輪 自転車で， 道路交通法 施行規則 （昭和 35 年 総理府 令 第 60 号） 第 9 条の 2 に 定められた 
車体の 大きさ （長さ 190cm， 幅 60cm) を 超える 力、， 又は 座席の 数が 二つ 以上 ある もの を 特殊 三輪車 
といい， 特殊 自転車の その他の 車に 含める。 幼児 用 三輪車 は， 玩具の 範 ちゅう （疇） であり， この 規 
格 を 適用し ない。 

電動 アシスト 自転車 自転車に 電動機 を 備え， その 電動機 は， 乗員の ぺダ リングと 独立して 出力 を 発 
生させる ことなく， 人力に よって 発生す る クランク 回転 出力が 電動^の 駆動 出力 を 比例 的に 発生 させ 
る 構造の 自転車の 総称で， 表 2 の 諸元に 適合す る もの をい う。 

特殊 自転車 特定の 目的， 限定され た 用途， 又は 特別の 仕様に 基づく 自転車。 車種の 定義 は， 次に よ 

る。 

マウンテン バイク ダウン ヒル， スラローム， クロスカントリー， フリース タイルな どの マウ ンテ 
ン バイク 競技， 荒野， 山岳地帯 などでの 高速 走行 又は 急坂 登 降， 段差 越えな ど を 含む 広範囲の 乗 用 
に 対応して， 軽量 化， 耐衝擊 性， 走行 性能， 乗車 姿勢の 自由度な どの 向上 を 図った 構造で， サドル 
高さの 調整 幅 100 mm 以上の フレーム， サスペンション 機構， フラット 形 ハンドル， 高い 性能 を も 
つ ブレーキ， ワイ ド レンジ チェンジ ギヤ 及び 呼び （幅） 1.5 以上の ブロック パターン タイヤ を 装備し 
た 自転車。 

ロー ドレ— サ 道路での 自転車 競技に 使用され る 自転車。 一般に， フリー ホイール， 制動 装置， デ 
ィ レー ラ， 足 固定 装置 付き ペダル， クイック レリーズ ハブ， チュー ブラ タイヤ 又は 700X23 C 以下 
の 細い タイヤ を 装備し， どろよけ， キヤ リャ 及び スタンド を 装備して いない 自転車。 トライ ァスロ 
ンに 使用す る こ と を 目的に 製作され た トライアスロン 車， 道路 又は 道路 外の 不整 地の コース を 混用 
する 繞技 用の シ クロ クロス 車 も ある。 

トラック レー サ 専ら 自転車 競技場 内に おける 競走 用と して， 競技 種目に 合わせて 設計され た 自転 
車。 スプリント 用， タイム トライアル （パー シュート） 用， 追い抜き 競技 用， ドミ フォン 競技 用， 
タンデム 競技 用な どが ある。 一般に， 前傾 乗車 姿勢 用 ハンドル， 足 固定 装置 付き ペダル 及び チュー 
ブラ タイヤ を 装備して いる。 また， 国際 自転車 競技 連合の 規定で は， ブレーキ， チヱ ンジ ギヤ， フ 
リ 一 ホイ ールの 装着 は 禁じられ ている。 

BMX 車 凹凸 及び ヘアピンカーブ を もつ コース を 競走す る 車， フラットな グランドで 高く 飛びな 
がら 技 を 競う 車， ジャンプ 台 を 高く 飛びながら 技 を 競う 車， 街 中の 階段 又は 手すり， 木製の ハーフ 
パイプ， 傾斜 路， 段差の ある 平 行路な ど を 使用して 技 を 競う 車， 小川， 岩山な どの 人工 地形 又は 人 
ェの 障害物の 安定 走行 を 競う 車な どの 総称で， 一般に， 呼び （径） 20 以下の 車輪 を 備え， 特に フレ 
ーム， 前 ホーク， ハンドル， 車輪， チェーン， ブレーキ， ギヤ クランク などの 部品 を ジャンプ， ゥ 
イリ 一 走行 な ど の 使用に 耐える よう 耐 衝撃 性 を 重視 し て 設計 された 自 転 車。 
タンデム 車 駆動 。 操縦す る 乗員の ための サドル 及び ギヤ クランク が 二つ ある 自 転 車。 
リ カン ベント 車 仰向け 形 乗車 姿勢の 自転車。 

キャンピング 車 サイクリングでの キャンプ 旅行に 適した 仕様の 自転車で， 重い 荷物に 備え， 太い 
タイヤと 大形の 前後 キヤ リャ とが 装備され ている。 

その他の 車 サイクルサッカー， サイクル ポロな どの 各種 競技 用 自転車， ファニー バイク， 三人 乗 
り 自転車 （ト リ プ レツ ト 車)， 数十 人 乗り といった 多 座 自転車， 変わり種 自転車 （ホビー サイ クル）， 
空気抵抗 軽減の フェア リング 付きの 流線形 自転車， 重量 運搬 車， ハンド クランク 付き 自転車， 特殊 
三輪車， 幼児 2 人 同乗 用 自転車な ど， 限定され た 用途 又は 特殊な 仕様の 自転車。 



hi)\t U: にリ" にに：: りに ク， い;' は 禁止され ております。 
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4 諸元 

一般 用 自転車， 幼児 用 自転車， 三輪 自転車 及び 電動 アシスト 自転車の 諸元 は， 表 2 による。 ただし， 車 
重 及び 使用 条件 は， 参考 値と する。 

なお， 特殊 自転車に ついては， 特定の 目的， 限定され た 用途， 又は 特別 仕様に 基づく 自転車の ため 諸元 
として 定義し ない。 



Is: 2 — if 兀 



大分 類 


一般 用 自転車 


幼児 用 自転車 


車種 （小 分類） 


スポーツ 車 


シティ 車 


実用 車 


コ ン パク ト車 


子供 車 


幼児 車 


サドル 最大 高さ 


mm 


635 を 超え 


750 を 超え 


635 を 超え 


635 を 超え 


435 を 超え 










1 100 以下 


1 100 以下 


1 100 以下 


850 以下 


635 以下 


自転車の 長さ mm 


1 900 以下 


1 600 以下 


1 900 以下 


950〜1 350 


自転車の 幅 mm 


600 以下 


600 以下 


350〜550 


ブレーキ レバーの 開き mm 


100 以下 


85 以下 


60 以下 


車輪の 径の 呼び a) 


20 以上 28 以下 


20 以下 


24 以下 


18 以下 




「： 重 b ) 


kg 


8〜18 


10〜20 


15〜25 


8〜18 


13〜18 


13〜15 


参 


使 


積載 質量 e) 


kg 


10 


15 


30 


10 






考 


用 

条 


常用 速度 


km/h 


15〜25 


10〜20 


10〜15 


10〜15 


8〜18 


5〜8 




件 


乗員 体重 d) 


kg 


65 


40 


20 



大分 類 


三輪 自転車 


電動 アシス ト 自転車 


車種 （小 分類） 


三輪車 


スポーツ 車 


シティ 車 


実用 車 


コ ン パク ト車 


三輪車 


サドル 最大 高さ mm 


635 を 超え 
1 100 以下 


635 を 超え 
1 100 以下 


750 を 超え 
| 100 以下 


635 を 超え 
1 100 以下 


635 を 超え 
1 100 以下 


自転車の 長さ mm 


1 900 以下 


1 900 以下 


1 600 以下 


1 900 以下 


自転車の 幅 mm 


600 以下 


600 以下 


600 以下 


ブレーキ レバーの 開き mm 


100 以下 


100 以 F 


100 以下 


車輪の 径の 呼び a) 


20 以下 


20 以上 28 以下 


20 以下 


20 以下 


參 
考 


車 重 b ) kg 


20〜25 


13〜23 


15〜25 


20〜30 


13〜23 


25 〜； 30 


使 
用 
条 
件 


積載 質量り kg 


15 


10 


15 


30 


10 


15 


常用 速度 km/h 


10〜15 


15〜25 


10〜20 


】0〜15 


10〜15 


10 〜： 15 


乗員 体重 d) kg 


65 


65 


65 


注記 サドル K 大 高さの 定義に ついては， JSSD9101 参照。 

注 a) 折り畳み 式の スポーツ 車 及び シティ 車で は， 車輪の 径の 呼びが 20 未満の もので もよ い。 

b) 車 重 は， その 自転車の 標準 仕様に よる 質量 を 示す。 

c) 積載 質^ は， その 自転車の 積載 装置に 対する 望ましい 許容 質量 を 示す。 

d) 乗員 体重 は， その 車種 を 設計す る 上での 乗員の 標準 的な 体重 を 示す。 



著作 ほ 法に より 無断での Wft, 禁止され ており ます。 
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5 部分 分類 

自転車の 部分 分類 は， 表 3 による。 

なお， 構成 部品の 種類 を， 参考と して 示す。 



表 3 — 部分 分類 



邰分 分類 


構成 部品の 種類 （参考） 


：ヒ H や fX7 

卓体邰 


フレーム (フレーム 体， 目 ぃ丁 、一 ク， へット セット， ノヽン カセット， シート セット) 


探た （舵） 装置 


、，、、、、 1 . J^" 、ヽ t 八 

ノ ヽント ノレ， にきり 


駆動装置 


ギヤ クランク， ペダル， トゥク リップ， チェーン， 歯 付べ ノレ ト， フリー ホイール， 小 ギヤ， 

ユニット ハブ a )， 歯 付 プーリー （フロント， リャ ）， 電動 アシスト ユニット 


-4— ノ— 、1 小 

走饤 装置 


―，。 Jt_* T - J~ 人 「 JU» 》 、一 ノ ^ ^ヽ、 、1» ―，。 jL, 一 . V 、 ^ »、、 / ゝマ . ^ C^> . i — 

ス ホーク 車輪 [タイヤ， チュー フ， リム， ス ホーク， ニッ フル， ノヽフ （普通 ハフ， ュニッ 

1 ,、 つや a) 八 つ、、 ノレ ゲ a) >、 叫、、 ヽ、 w ^ マ わ，、 つ、、 a) ，、 つ、、 つ、、 i jv- a) 入 1 /^-±-jtz*. 

卜 ノヽフ め， ノヽノ タイナ 七 め， ノヽノ オヤ dJ ， コース タノ、 フク， ノ ヽフノ レーキ リ」， —一体 単 率 冊， 

U-ft 古 击ム 

補助 单旱 ffl 


チェンジ ギヤ 装置 


ディ レー ラ， ハブ ギヤ a ) 


制動 装置 


ブレーキ （リム ブレーキ， キヤ リパ ブレーキ， バンド ブレーキ， 内拡 ブレーキ， ディスク 
ブレーキ）， コース タハブ a) ， ハブ ブレーキ a ) 


座席 装置 


サドル 


積載 装置 


キヤ リャ， バス ケッ ト， ノズッ グ 


停 立 装置 


スタンド 


警報 装置 


ベル， ブザー， リ フレックス リフレ クタ （リ ャ， ペダル， サイド， フロント）， 尾灯 


照明 装置 


前照灯， ダイナ モ， ハブ ダイナ モ a) ， 携帯 電灯 


保護 装置 


どろよけ， フラップ， スポーク プロ テク 夕， チェーン ケース， ドレス ガード， セィフ ティ 

フック 


附属 部品 


錠， フレーム ポンプ 


^結 "口口 


チェーン 引き， ボルト， ナット， 小ね じ 


注 a) ユニット ハブは 駆動機 能 を， ハブ ギヤ は チェンジ ギヤ 機能 を， コース タハブ 及び ハブ ブレーキ は 制動機 
能 を， ハブ ダイナ モは 発電機 能 を 兼ね備えた 複合 部品で ある 力、 いずれも 走行 装置に 分類す る。 



著作権法 により 無断での^ 3， 転載 等 は 禁止され ております。 
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自転車 一分 類 及び 諸元 
解 説 



この 解説 は， 規格に 規定' 記載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集。 発行す る もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回までの 改正の 経緯 

この 規格 は， 1964 年 11 月 1 日に 制定され， その後， 1970 年， 1973 年， 1976 年， 1980 年， 1986 年， 1995 
年 及び 2005 年に 改正 を 行い， 今回の 改正に 至った。 

2005 年の 改正で は， 電動 アシスト 自転車に 対応す るた め， 適用 範囲の 備考 を， "自転車と は， ペダル 又 
は ハンド クランク を 用い， 主に 乗員の 人力で 駆動 • 操 縦され， 力つ， 駆動 車輪 を もち， 地上 を 走行す る 車 
両を いう" に 変更した。 一般 用 自転車の 項に， 公共 交通 il 関への 持ち込み， 持ち運び 及び 収納 を 意図した 
軽量 タイ プの折 り 畳み 自転車， 車輪 径を 小さく した コンパクト 自転車な ど 小形 化の 傾向が ある ことな どか 
ら， 折り畳み， 分割 構造な どの 構造 上の 区分 をせ ずに， コンパクト 車 を 追加した。 特殊 自転車の 項の BMX 
車の 説明文に ついて， 現在の 利用 状況と 異なる ため 一部 内容 を 改めた。 従来， その他の 車と して 記載され 
ていた リ カン ベント 車， キャンピング 車 及び 三輪車に ついて 追記した。 部分 分類の 表の "駆動装置" に， 
電動 アシス ト 自転車に 用いる 電動 アシス ト ュニッ ト を 加えた。 

今回， 財団法人 自転車 産業 振興 協会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 この JIS 原 
案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議^ 決され， 平成 22 年 5 月 20 日付 
で 公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

自転車の 分類で， "電動 アシス ト 自転車" は， それぞれの 車種に 電動 駆動装置が 付加され た 自転車 を 指す 
として， 車種 区分 を 設けて いなかつ たため， 自転車の 分類に は 電動 アシスト 自転車の 記載がなかった。 し 
かし， 平成 21 年 9 月に， JISD 91.15 (電動 アシスト 自転車 一 設計 指針） が 制定され たこと を 受け， 今回， 
電動 アシス ト 自転車 を 大分 類に 区分す るな ど 改正 を 行った。 

3 審議 中 に 特に 問題と な つ た 事項 

電動 アシスト 自転車の 分 ぇ氧 方法に ついては， 自転車の 分類 方法に は 用途 （使われ 方） と 構造と による 分 

け 方が あり， も' 動 アシスト 自転車 は， 一般 用 自転車と 用途が 同じで ある ことから， 小 分類 （車種） にす る 

案と， 構造が 異なる ことから 大分 類と する 案と が 出された。 一方， この 件に ついて 審議した 結果， 電動 ァ 
シス ト 自転車 を 一般 用 自転車に 含まれる 車種に 分類した 場合， 電動 アシス ト 自転車の 駆動 部の 試験 方法が 

規定され ていない ため 電動 アシス ト 自転車 は 適用 外と なる こ と， EN 15194 (Cycle -Electrically power 
assisted cycles -EPAC Bicycles) と 対比す るた めな どから， 大分 類に 電動 アシス ト 自転車 を 区分す る こ と と 

した。 

解 1 
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なお， JISD9115 は， 将来 的に は 製品 規格と して 検討す る 必要性が ある。 
4 適用 範囲 

従来 どおり， 自転車の 車種 分類 及び その 諸元 並びに 自転車の 部分 分類と した。 

5 主な 改正 点 

主な 改正 点 は， 次のと おりで ある。 

a) 自転車の 分類 （本体の 箇条 3) 電動 アシスト 自転車 を 大分 類に 区分した。 しかし， 車種と して はべ 
ース となった 自転車から 変わる こと はなく， 一般 用 自転車 及び 三輪車と 車種が 重複す る。 ただし， 幼 
児 車 及び 子供 車に は 電動 アシス ト 自転車 を 認めて いないため， 車種に 分類して いない。 

三輪車 は 従来， 特殊 自転車に 分類され ていたが， 電動 アシスト 自転車の 車種に 三輪車 を 分類した た 
め， 道路交通法 施行規則 第 9 条の 2 に 定められた 車体の 大きさ （長さ 190cm， 幅 60cm) によって 三 
輪 車と 特殊 三輪車と に 区分す る 必要が 生じた。 三輪車に は， 三輪車 特有の 試験 方法 を 規定す る 必要が 
ある ことから， 一般 用 自転車の 車種に は 分類で きないた め， 大分 類に 三輪 自転車 を 区分し， 車種に 三 
輪 車 を 分 「した。 特殊 三輪車 は， 本体の 箇条 3 e) 8) (その他の 車） に 追 力 卩 した。 幼児 用 三輪車 は， が 
ん （玩） 具の 範 ちゅう （疇） であり， この 規格 を 適用し ない。 

二人の 幼児 を 乗せる ことができる 自転車と して， 幼児 2 人 同乗 用自 転 車が 平成 2 1 年 7 月から 解禁と 
なった。 幼児 2 人 同乗 用 自転車の 車種と して は， 二輪車， 三輪車， 電動 アシスト 自転車な ど 種類が 多 
く， 今後の 開発の 状況に より 分類 するとし， 暫定的に 本体の 箇条 3 e) 8) に 追加した。 

b) 諸元 （本体の 箇条 4) 本体の 表 2 の 諸元に， 三輪 自転車 及び 電動 アシスト 自転車 を 追加した。 本体 
の 表 2 の 車 重な ど は 参考と して 記載して いた 力ま， これ は 自転車の 設計， 取扱説明書 などに 記載す る 際 
の 数値と して 必要で あり， 従来 どおり 記載す る ことと した。 電動 アシスト 自転車の 車 重 は， ベースと 
なった 自転車に 電動 アシスト ユニットの 質量と して 5 kg 追加して いる。 また， 常用 速度に ついては， 
スピード を 増す ためで はな く 人の 力 を 補って いる だけで ある ことから， 一般 用 自転車と 同じ 速度と し 
ている。 積載 荷重 は 積載 質量に 変更した。 

6 懸案 事項 

三輪車に ついては， 試験 方法が 規定され ていない ため， 三輪 自転車 を 大分 類に 区分した が， 今後 三輪車 
の 試験 方法 を 規格化し ていく こ とが 必要で ある。 

7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



解 2 
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自転車 JIS 改正 原案 作成 委員会 構成 表 

氏名 



(委員） 



(事務局） 



(ォ ブザー ノ 



(事務局） 



丘 


藤 


哲 


朗 


東 足 海洋 大学 


勝 


股 


美 代 子 


消費生活 アドバイザー 


仲 


野 


禎 


孝 


独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 


剣 


持 


敏 




財団法人 日本 消費者 協会 




枝 


シ^ 


雄 


財団法人 製品 安全 協会 


皇 


山 


由紀子 


消費生活 アドバイザー 


矢 


崎 




秀 


財団法人 日 本 車両 検査 協会 


西 


田 




患 


JISCBA 代表 （財団法人 日 本 品質保証 機構) 


大久保 




薰 


社団法人 自転車 協会 


士 


村 


慎 




株式会社 シ マノ 


伊 


藤 


政 


博 


パナ ソニッ ク サイ クル テツ ク 株式会社 








寛 


プリ ヂス ト ン サイクル 株式会社 


松 


田 


俊 


和 


パナソ ニック ポリ テクノロジー 株式会社 


宮 


原 


慶 


彦 


螌靈キ ホ 诵！^ 


山 


下 


隆 


也 


経済 産業 省 製造 産業 局 


内 


田 


田 


雄 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


渡 


邊 


道 


彦 


財団法人 日本規格協会 


亀 


山 


勝 


弘 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


、土 


藤 


秀 


幸 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 


坪 


井 


信 


隆 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 




JIS 調査 分科会 


(第 1 作業部会） 




氏名 




所属 










プリ ヂス トン サイクル 株式会社 


竹 


原 




清 


パナソ ニック サイクル テ ッ ク 株式会社 


明 


田 


久 


稔 


ヤマハ 発動機 株式会社 


乾 




克 


己 


三洋 電機 株式会社 


高 


橋 


泰 


仁 


宮田 工業 株式会社 


増 


尾 




健 


株式会社 シ マノ 


神 


野 


秀 


き 


和 泉 チュン 株式会社 


矢 


崎 




秀 


財団法人 日本 車両 検査 協会 


大久保 




薰 


社団法人 自転車 協会 


渡 


邊 


道 


彦 


財団法人 日本規格協会 


亀 


山 


勝 


弘 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


倉 


持 


保 


雄 


経済 産業 省 製造 産業 局 


山 


下 


せ 白 


夫 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


中 


野 


治 


郎 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


、土 


藤 


秀 


幸 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



(執筆者 亀 山 勝弘） 
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★J1S 規格 票 及び JIS 規格 累解税 について のお 問合せ は， 規格 開発部 標準 課まで, できる 限り ifiT 
メール （E-mail :sd@jsa，orjp) 又は FAX [(03)3405-5541] TEL [(03)5770-1571] でお 願いいた しま 
す。 お 問合せに お答えす るに は， 関係 先への 確認 等が 必要な ケースが ございま すので， 多少お 時 
問 がか かる 合が ござし 1 ます。 あらかじめ ご了承 ください。 

規格 粟の 正誤 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 紘 "僳準 化と 品質管理" に, 正-誤の 内容 を 掲載いた します。 

(2) 卵: 則と して 毎月 21 日 （21 R が土曬 日， 日曜日 又は 休日の 場合に は， その 翌日） に， "日経 産 
紫 新 問" 及び "日刊 エ^ 新 の JIS 発行の 広告 關 で， 正誤 票が 発行され た JIS 規恪 番号 及 
び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお * 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤 票が 発行され た 場合， 自動的 
にお 送りいた します。 

規格 蕻の ご注文 は， 出版， 槊部 出版 サ— ビス 第— 滞 [FAX(03)3583-0462 TEL(03)3583-8002] 
又は 下記の 当 協会 名古屋 支部， fill 西 支部に おきましても 承って おり ま すので， お 申込み ください。 
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« お' 1L 一分 類 及び^ 元 



平成 22 年 5 月 20 日 ^ 1 刷^ 行 

^ ra 中正 躬 

% 行 所 

財団法人 日本規格協会 
〒 107-8440 41 京都 港 区ぶ' 坂 4 丁冃卜 24 

http://www.jsa .or.j p/ 



礼 幌支郎 


〒060- 画 3 


札繞市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 1 礼 繞大两 生命 ビル 内 
TE し (01 1 )26 1 -0045 FAX (0 11)221 4020 


東北 支部 


〒誦- 0811 


仙 台 市 靑葉区 一恭 町 2 丁目 5-22 穴 吹 第 19 仙 台 ビル 内 
TEL (022)227_ぉ36( 代お） FAX (022)266-0905 


名古屋 支部 


〒棚- 0008 


名 古 S 市中 区栄 2 丁目 6-1 內川 ビル!^ 館内 
TEL (052)22】 -831 6( 代？^ FAX (05 2)203 -4 TO 


閱西 支部 
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